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1.問題の所在 

高等学校の新必修科目「地理総合」が 2022 年度

から実施される。講義式の知識伝達型の授業から、

「アクティブ・ラーニング」（文科省は「対話的・

主体的で深い学び」と定義）を旗印にした新しい学

習指導要領下での新必修科目の実施に向けて、新た

な教材の蓄積や指導方法の改善が迫られている。 

ただ、伊藤（2017）が指摘したように、新しい指

導スタイルに対する現場教員(特に地理を専門とし

てきた教員)の抵抗は根強い。GIS の利用も含めて、 

現場教員の忌避感を取り去ること、新たに迎えるノ

ンプロ―パー教員でも使いやすい教材やノウハウを

確立して普及させる事は、教員、研究者、教科書会

社等、すべての地理教育関係者が新必修科目の実施

までに実現しなければならない仕事である。 

２．教材および授業の概要 

 報告者は、位置情報を付与した地図画像を、タブ

レットコンピューターの画面上で現在位置を示し、

写真や新聞記事などの映像資料を地図上に展開する

ことが出来る教材を「デジタル地図帳」と名付けて

教育実践を行って来た（伊藤：2016 など）。これま

で、地形図やハザードマップなど、小縮尺の地図を

取り込み、現地調査と組みあわせた学習を展開して

きたが、今回は、地理 A の世界地誌の学習におい

て、大陸スケールの地図を使い、グループ学習の補

助教材として利用した。 

 授業は 50 分である。生徒（高校 3 年生、40 名） 

は、４～５人ずつの班を作り、テーブル毎にオース 

 

トラリア大陸の白地図（模造紙大）を囲んで座る。 

一人一台のタブレットには、約 20 種類のオースト

ラリアの主題図や衛星写真を搭載し、一部の地図に

は写真を埋め込んでいる。生徒達は、任意の地図を

選んで地図の内容（例えば年間降水量線、アボリジ

ニの居住域、小麦の生産地、鉱山の分布など）をマ

ッシュアップさせた上で、データ同士の関係性に注

意して主題図を作り、各班で発表した。 

３．課題と展望 

 生徒達は限られた時間の中で効率よく作業を進め

ることができ、興味関心を飛躍的に高めることがで

きた。教師の指示に合わせて紙媒体で確認する形の

資料活用から、より多くの資料を生徒が主体的に選

び、組み合わせて発表する形は、「アクティブ・ラ

ーニング」的な学習ができたといえる。ただ、教材

準備の煩雑さや専門的な技術が必要な点で、教材の

汎用性には課題が残っている。今後、教材の製作者

や教育団体等が分担して、二次利用を前提とした地

図や写真資料の作成や公開を進めて行くことが求め

られる。 
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